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【
佐
賀
新
聞
・
７
月
２
８
日
】
国
営
諫
早
湾

干
拓
事
業
の
開
門
調
査
実
現
に
向
け
２

８
日
、
佐
賀
、
長
崎
両
県
を
訪
問
し
た
郡

司
彰
農
相
。
開
門
調
査
の
実
施
期
限
が
１

年
５
カ
月
後
に
迫
る
中
、
開
門
へ
向
け
て

強
い
決
意
を
見
せ
た
。
郡
司
農
相
は
以

前
、
政
府
与
党
検
討
委
員
会
の
座
長
と
し

て
「
開
門
」
を
打
ち
出
し
て
も
お
り
、
佐

賀
県
の
漁
業
者
ら
は
「
郡
司
大
臣
で
解
決

を
」
と
希
望
を
託
し
た
。  

 

藤
津
郡
太
良
町
で
開
か
れ
た
開
門
訴

訴
訟
の
原
告
・
弁
護
団
と
の
意
見
交
換

会
。
同
町
で
タ
イ
ラ
ギ
漁
を
営
む
平
方
宣

清
さ
ん
（
５
９
）
は
「
排
水
門
の
閉
め
切

り
以
降
、
赤
潮
や
貧
酸
素
で
立
ち
枯
れ
斃

死
（
へ
い
し
）
が
起
き
た
」
と
窮
状
を
訴

え
た
。
郡
司
農
相
は
「
一
つ
一
つ
が
生
活

の
中
の
言
葉
で
あ
り
、
真
摯
（
し
ん
し
）

に
受
け
止
め
る
」
と
応
じ
、
開
門
調
査
を

命
じ
確
定
し
て
い
る
福
岡
高
裁
判
決
を

念
頭
に
、
国
が
２
０
１
３
年
１
２
月
ま
で

の
開
門
義
務
を
負
っ
て
い
る
点
を
強
調

し 

「新農相で解決を」希望託す 諫早開門問題 

ま
た
、
太
良
町
の
岩
島
正
昭
町
長
は
、

タ
イ
ラ
ギ
の
殻
を
示
し
て
「
昔
は
大
き
な

貝
が
と
れ
て
い
た
が
、
潮
受
け
堤
防
の
閉

め
切
り
後
は
酸
欠
で
貝
が
死
ぬ
よ
う
に

な
っ
た
。
漁
業
者
も
町
の
人
口
も
減
っ
て

い
る
。
後
継
者
が
で
き
る
漁
業
に
再
生
さ

せ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

よ み が え れ ！  
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し
た
。  

 

民
主
党
政
権
に
な
っ
て
来
佐
し
た
農

水
大
臣
は
３
人
目
。
平
方
さ
ん
は
「
こ
れ

ま
で
の
大
臣
に
は
期
待
で
き
な
か
っ
た

が
、
郡
司
さ
ん
は
決
断
で
き
る
人
だ
ろ

う
」
と
評
価
。
佐
賀
県
関
係
者
と
の
意
見

交
換
会
に
出
席
し
た
古
川
康
知
事
も
「
有

明
海
の
問
題
に
つ
い
て
は
就
任
以
前
か

ら
見
識
の
深
い
方
だ
っ
た
。
言
葉
は
慎
重

だ
が
、
開
門
へ
の
決
意
を
確
認
で
き
た
」

と
述
べ
た
。  

 

一
方
、
長
崎
県
側
と
の
交
渉
で
は
、
郡

司
農
相
が
１
０
年
４
月
、
検
討
委
員
会
の

座
長
と
し
て
「
開
門
調
査
を
行
う
こ
と
が

適
当
」
と
す
る
報
告
書
ま
と
め
た
点
で
集

中
砲
火
を
浴
び
た
。
報
告
書
が
出
た
の
は

福
岡
高
裁
で
の
開
門
訴
訟
の
判
決
前
で
、

中
村
法
道
知
事
は
「
裁
判
に
影
響
し
な
い

わ
け
が
な
い
。
全
て
が
手
順
に
乗
っ
て
い

な
い
」
と
強
く
批
判
。
開
門
反
対
の
姿
勢

を
崩
さ
な
か
っ
た
。  

 

高
裁
判
決
が
命
じ
た
開
門
期
限
に
間

に
合
わ
せ
る
た
め
に
は
、
開
門
準
備
の
た

め
の
工
事
な
ど
が
必
要
。
残
さ
れ
た
時
間

は
少
な
い
。  

 

馬
奈
木
昭
雄
弁
護
団
長
は
今
回
の
訪

問
を
評
価
し
つ
つ
、
長
崎
県
側
の
反
対
で

進
展
し
な
い
開
門
協
議
の
打
開
策
と
し

て
「
国
が
佐
賀
、
長
崎
と
別
々
に
話
し
合

う
や
り
方
に
は
限
界
が
あ
る
。
３
者
が
そ

ろ
う
裁
判
で
の
協
議
が
必
要
」
と
訴
え

た
。 

【
朝
日
新
聞
・
７
月
２
９
日
】
今
春
ま
で
の
タ

イ
ラ
ギ
漁
は
前
季
の
９
割
減
。
今
季
も
厳

し
い
見
通
し
で
、
太
良
町
の
タ
イ
ラ
ギ
漁

師
、
平
方
宣
清
さ
ん
（
５
９
）
は
「
諍
（
い

さ
か
）
い
を
起
こ
し
、
有
明
海
を
壊
し
た

諫
早
湾
干
拓
は
罪
作
り
で
間
違
っ
た
事

業
。
開
門
幅
を
制
限
し
な
い
調
査
を
行
っ

て
ほ
し
い
」
と
注
文
し
た
。 

 

長
崎
県
諫
早
市
の
松
永
秀
則
さ
ん
（
５

８
）
も
「
タ
イ
ラ
ギ
漁
は
２
０
年
休
漁
。

漁
業
、
農
業
、
防
災
を
両
立
す
る
対
策
を

一
日
も
早
く
長
崎
県
に
示
し
、
開
門
し
て

ほ
し
い
」。
同
県
島
原
市
の
松
本
正
明
さ
ん

（
６
０
）
は
「
息
子
と
一
緒
に
漁
に
出
る

の
が
楽
し
み
だ
っ
た
が
、
魚
が
減
り
、『
こ

の
水
揚
げ
で
は
家
族
を
守
っ
て
い
け
な

い
』
と
言
わ
れ
た
。
笑
っ
て
漁
が
で
き
る

海
に
戻
し
て
」
と
訴
え
た
。 

 

最
後
に
郡
司
農
水
相
が
「
来
年
１
２
月

ま
で
に
開
門
の
責
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と

だ
け
は
忘
れ
ず
に
取
り
組
み
た
い
」
と
応

じ
る
と
、
会
場
か
ら
「
郡
司
大
臣
で
解
決

を
」
と
の
声
が
上
が
っ
た
。 

【
読
売
新
聞
・
７
月
２
９
日
】
古
川
佐
賀

県
知
事
は
「
最
初
は
制
限
的
開
門
で
も
、

最
終
的
に
は
全
開
門
を
求
め
る
気
持
ち
は

変
わ
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
漁
業
者
か
ら

は
、
開
門
開
始
を
、
ノ
リ
や
タ
イ
ラ
ギ
の

漁
期
が
終
わ
る
５
月
に
す
る
よ
う
求
め
る

意
見
も
出
た
が
、
農
相
は
「
慎
重
に
開
門

操
作
を
し
、
漁
業
に
影
響
の
な
い
開
け
方

を
検
討
し
た
い
」
と
述
べ
る
に
と
ど
め
、

具
体
的
な
言
及
は
避
け
た
。  

 

市
民
団
体
が
諫
早
市

長
に
見
解
問
う 

【
長
崎
新
聞
・
７
月
３
１
日
】
国
営
諫
早
湾

干
拓
事
業
の
開
門
調
査
を
求
め
る
市
民

団
体
「
諫
早
湾
の
干
潟
を
守
る
諫
早
地
区

共
同
セ
ン
タ
ー
」
は
３
０
日
、
諫
早
市
の

宮
本
明
雄
市
長
に
「
５
年
間
の
常
時
開

門
」
を
命
じ
た
福
岡
高
裁
判
決
が
確
定
し

て
い
る
こ
と
に
対
す
る
見
解
を
尋
ね
る

質
問
状
を
提
出
し
た
。
２
週
間
以
内
の
回

答
を
求
め
て
い
る
。 

 

質
問
は
５
項
目
。
法
治
国
家
の
中
で
国

は
確
定
判
決
に
従
う
義
務
が
あ
り
、
公
人

の
市
長
が
開
門
阻
止
の
言
動
を
す
る
の

は
「
憲
法
、
法
秩
序
を
無
視
す
る
行
為
」

と
指
摘
、
見
解
を
尋
ね
て
い
る
。 

 

宮
地
昭
代
表
ら
が
市
干
拓
室
を
訪
れ
、

徳
永
勲
室
長
に
文
書
で
の
回
答
を
求
め

た
。
徳
永
室
長
は
「
回
答
す
る
か
を
含
め

て
協
議
し
た
い
」
と
話
し
た
。 

 

同
セ
ン
タ
ー
は
「
判
決
を
履
行
す
る
こ

と
は
開
門
に
賛
成
、
反
対
の
レ
ベ
ル
を
超

え
た
問
題
。
公
人
の
市
長
は
確
定
判
決
に

従
う
の
が
当
然
」
と
し
て
い
る
。 


